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雲見温泉サザエ狩り (7月 21日 )雲見温泉サザエ狩り (7月 21日 )
7月 21日、雲見海水浴場で雲見温泉サザエ狩りが行われ、7月 21日、雲見海水浴場で雲見温泉サザエ狩りが行われ、
約700人の方が訪れました。約700人の方が訪れました。
漁船から波打ち際におよそ200㌔、約 3,000 個のサザエが漁船から波打ち際におよそ200㌔、約 3,000 個のサザエが
まかれ、参加者は、子ども・大人の部に分かれて、スタートまかれ、参加者は、子ども・大人の部に分かれて、スタート
の合図とともに一斉に海に入ってサザエを探していました。の合図とともに一斉に海に入ってサザエを探していました。

広報広報広報広報
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壇
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
花

 
 
 
 
 
 

い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進

　
　
　

や
住
民
の
手
に
よ
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
の
推
進
、
花
壇

づ
く
り
を
通
し
て
の
地
域
づ
く

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
を
目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、

今
年
で
49
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

審
査
は
８
月
３
日
に
行
わ
れ
、

町
長
を
は
じ
め
、
松
崎
町
花
の

会
会
長
、
グ
リ
ー
ン
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
、
県
伊
豆
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
研
究
員
、
賀
茂
農
林
事
務

所
地
域
振
興
課
職
員
、
有
識
者

の
６
人
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
員
は
、
応
募
の
あ
っ
た

６
団
体
の
花
壇
を
１
日
か
け
て

回
り
、
取
組
度
、
努
力
度
、
創

意
工
夫
度
、
技
術
力
度
の
４
項

目
を
採
点
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
厳
し
い
暑
さ
が
続
き

ま
し
た
が
、
暑
さ
に
負
け
ず
に

花
々
が
き
れ
い
に
咲
い
て
お

り
、
各
団
体
の
努
力
が
現
れ
て

い
ま
し
た
。

【
最
優
秀
賞
】

　

松
尾
区
（
松
尾
）

【
優
秀
賞
】

　

桜
田
区
女
性
会
フ
ラ
ワ
ー
メ

　

イ
ツ
（
桜
田
）

　

松
崎
町
花
の
会
（
建
久
寺
）

【
努
力
賞
】

　

小
杉
原｢

花
の
親
睦
会｣

（
小

　

杉
原
）

　

南
郷
楽
寿
花
の
会
（
南
郷
）

　

伏
倉
区
常
盤
会
（
伏
倉
）

審

果

結

査

　
　
　

角
の
花
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

　
　
　

団
体
だ
け
で
な
く
、
個

　
　
　

人
や
事
業
所
の
花
壇
、

プ
ラ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
評
価

す
る
機
会
を
設
け
、
花
い
っ
ぱ

い
運
動
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図

る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
最
優
秀
賞
】

　

平
野　

清
子
さ
ん
（
桜
田
）

【
優
秀
賞
】

　

関
美
容
室
（
南
区
）

【
努
力
賞
】

　

菊
地　

芙
紗
子
さ
ん(

江
奈)

　

松
崎
小
学
校
（
宮
内
）

　

松
崎
中
学
校
（
江
奈
）

審

査

結

果

▲優秀賞　桜田区女性会フラワーメイツ（桜田） ▲最優秀賞　松尾区（松尾）

▲努力賞　小杉原「花の親睦会」（小杉原） ▲優秀賞　松崎町花の会（建久寺）

花

街【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４▲最優秀賞　平野　清子さん（桜田）

▲審査の様子

第
49
回
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
・
第
34
回
街
角
の
花
コ
ン
ク
ー
ル
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災
害
時
の
医
療
救
護
所
に
つ
い
て

○
医
療
救
護
所
と
は

　

大
規
模
災
害
時
に
は
多
く
の

負
傷
者
が
出
る
恐
れ
が
あ
る
と

と
も
に
、
通
常
の
医
療
機
関
も

被
害
を
受
け
て
機
能
不
全
に
陥

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
町
は
、
多

く
の
命
を
救
う
た
め
の
医
療
拠

点
と
し
て
医
療
救
護
所
を
開
設

し
ま
す
。
医
療
救
護
所
を
開
設

す
る
か
ど
う
か
は
、
被
害
状
況

や
負
傷
者
の
発
生
状
況
な
ど
を

考
慮
し
、
町
災
害
対
策
本
部
が

決
定
し
ま
す
。

　

医
療
救
護
所
を
開
設
し
た
場

合
は
、
同
報
無
線
や
同
報
無
線

メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
、
広
報
車
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
医
療
救
護
所
の
役
割

　

賀
茂
地
区
の
医
師
や
歯
科
医

師
、
薬
剤
師
な
ど
の
医
療
従
事

者
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
運
営

し
ま
す
。

　

通
常
の
医
療
機
関
と
違
い
、

設
備
や
医
薬
材
料
な
ど
が
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

医
療
救
護
所
で
は
ト
リ
ア
ー
ジ

や
重
症
者
・
中
等
症
者
の
応
急

手
当
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

※
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
、
負
傷
者

の
状
態
を
「
重
症
」
「
中
等

症
」「
軽
症
」な
ど
に
分
類
し
、

治
療
の
必
要
性
・
緊
急
性
が

高
い
人
と
そ
う
で
な
い
人
を

グ
ル
ー
プ
分
け
し
、
治
療
や

高
次
医
療
機
関
へ
の
搬
送
の

順
位
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。

○
医
療
救
護
所
の
開
設
予
定
場

　

所
・
開
設
期
間

　

開
設
予
定
場
所
は
、
県
立
松

崎
高
校
の
講
堂
で
す
。

　

開
設
期
間
は
、
発
災
か
ら
お

お
む
ね
72
時
間
程
度
で
す
。
こ

れ
以
上
経
過
す
る
と
、
応
急
手

当
が
必
要
な
負
傷
者
は
減
っ
て

き
ま
す
の
で
、
一
般
の
医
療
機

関
の
診
療
に
移
行
し
て
い
き
ま

す
。

○
医
療
救
護
の
流
れ

　

軽
傷
者･

･
･

ご
家
庭
や
自
主

防
災
会
で
処
置
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

重
症
者
・
中
等
症
者･
･
･

医

療
救
護
所
で
応
急
処
置
を
行
っ

た
後
、
必
要
に
応
じ
て
救
護
病

院
に
搬
送
さ
れ
、
そ
こ
で
も
ま

だ
十
分
で
な
い
場
合
は
、
災
害

拠
点
病
院
へ
搬
送
さ
れ
ま
す
。

○
日
頃
か
ら
の
備
え
の
お
願
い

・
軽
度
の
傷
病
は
、
自
ら
手
当

を
行
え
る
程
度
の
医
薬
品
を

準
備
し
ま
し
ょ
う
。

・
軽
度
の
事
柄
は
、
自
己
ま
た

は
助
け
合
い
に
よ
り
対
処
を

し
ま
し
ょ
う
。

・
自
主
防
災
会
や
消
防
、
医
療

関
係
団
体
な
ど
の
協
力
を
得　

て
、
患
者
搬
送
法
、
応
急
処

置
お
よ
び
救
急
看
護
技
術
、

ト
リ
ア
ー
ジ
を
学
び
ま
し
ょ

う
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

救護病院

・西伊豆健育会病院

・下田メディカルセンター

・伊豆今井浜病院

・庚申会伊豆東部病院

・熱川温泉病院

災害拠点病院

・順天堂大学医学部附属静岡病院

・伊東市民病院

　

市
川　

し
づ
か　

さ
ん

（
大
正
15
年
７
月
20
日
生
）

　

７
月
21
日
、
深
澤
町
長
は
介

護
施
設
を
訪
問
し
１
０
０
歳
の

誕
生
日
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

若
い
頃
に
は
家
業
の
床
屋
を

手
伝
い
、
編
み
物
や
裁
縫
を
趣

味
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
長
生

き
の
秘
訣
は
、
何
で
も
よ
く
食

べ
よ
く
寝
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

家
族
の
皆
さ
ま
、
施
設
職
員

の
方
々
に
も
祝
福
さ
れ
、
と
て

も
賑
や
か
に
記
念
撮
影
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６ ▲市川　しづかさん

１
０
０
歳
の
お
祝
い

１
０
０
歳
の
お
祝
い

▲救護所立ち上げ訓練の様子

○
医
療
救
護
所

・
県
立
松
崎
高
等
学
校
講
堂

松
崎
町
櫻
田
１
８
８
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年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
制
度

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

は
、
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や

そ
の
他
の
所
得
が
一
定
基
準
額

以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活
を

支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で

す
。

対
象
者

　

老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
で
、
令

和
８
年
度
に
お
い
て
次
の
支
給

要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る

方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者

・
65
歳
以
上

・
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税

・
前
年
の
公
的
年
金
な
ど
の
収

入
額
と
そ
の
他
の
所
得
額
と

の
合
計
額
が
昭
和
31
年
４
月

２
日
以
後
に
生
ま
れ
た
方
は

80
万
9
千
円
以
下
、
昭
和
31

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
は
80
万
６
７
０
０
円
以

下
※�

昭
和
31
年
４
月
２
日
以
後
に

生
ま
れ
た
方
で
80
万
9
千
円

　

令
和
８
年
８
月
よ
り
、
高
額

療
養
費
の
上
限
額
が
変
わ
り
ま

す
。
高
額
療
養
費
制
度
の
見
直

し
は
令
和
８
年
度
と
令
和
９
年

度
の
２
段
階
に
分
け
て
実
施
し

ま
す
。
将
来
に
わ
た
り
制
度
を

維
持
す
る
た
め
、
医
療
費
の
伸

び
や
所
得
に
応
じ
て
ご
負
担
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

変
更
点

①
自
己
負
担
限
額
の
変
更

②
年
間
上
限
額
の
新
設

※
年
間
上
限
額
の
新
設
に
よ
り
、

次
の
方
は
医
療
費
負
担
が
軽

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
こ
れ
ま
で
「
多
数
回
該
当
」

に
該
当
し
な
か
っ
た
方

・
見
直
し
に
よ
り
「
多
数
回
該

　

当
」
の
対
象
か
ら
外
れ
る
方

・�

現
在
、
毎
月
高
額
療
養
費
制

度
を
利
用
し
て
い
る
方

・
極
め
て
高
額
な
医
療
を
受
け

た
方

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

  

高
額
療
養
費
制
度
に
つ
い
て

高
額
療
養
費
制
度
に
つ
い
て

を
超
え
90
万
9
千
円
以
下
で

あ
る
方
、
昭
和
31
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
80

万
６
７
０
０
円
を
超
え
90
万

６
７
０
０
円
以
下
で
あ
る
方

に
は
、
「
補
足
的
老
齢
年
金
生

活
者
支
援
給
付
金
」
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

▼
障
害
基
礎
年
金
受
給
者
ま
た

は
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者

・
前
年
の
所
得
が
４
７
９
万
４

千
円
＋
扶
養
親
族
の
数
×
38

万
円
以
下　
　
　
　

請
求
方
法

▼
新
た
に
対
象
と
な
る
方

　

令
和
８
年
９
月
頃
か
ら
順

次
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書

（
は
が
き
型
）
が
送
付
さ
れ
る

予
定
で
す
。
必
要
事
項
を
記
入

し
、
日
本
年
金
機
構
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
（
０
５
）
４
０
９
２

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６

高額 療 養費制度の上限額高額 療 養費制度の上限額

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６

適用区分
年収目安

入院 + 外来
【月額上限】

（世帯ごと）〈多数回該当〉

入院 + 外来
【年間上限】
（世帯ごと）

外来
（個人ごと）

※ 70 歳以上のみ70 歳未満 70 歳以上

区分ア 現役並みⅢ 約 1,160 万円～
270,300 円 +1％
〈140,100 円〉

1,680,000 円 ―

区分イ 現役並みⅡ 約 770 万円～約 1,160 万円
179,100 円 +1％
〈93,000 円〉

1,110,000 円 ―

区分ウ 現役並みⅠ 約 370 万円～約 770 万円
85,800 円 +1％
〈44,400 円〉

530,000 円 ―

区分エ 一般Ⅰ・Ⅱ ～約 370 万円
61,500 円

〈44,400 円〉
530,000 円

月額上限：22,000 円
（年間上限：21.6 万円）

区分オ ―
住民税非課税
【70 歳未満】

36,900 円
〈24,600 円〉

290,000 円 ―

―
住民税

非課税世帯Ⅱ
住民税非課税
【70 歳以上】

25,700 円
〈24,600 円〉

290,000 円
月額上限：11,000 円

（年間上限：9.6 万円）

―
住民税

非課税世帯Ⅰ

一定所得以下
（年金収入約 80 万円以下など )

【70 歳以上】
15,700 円 180,000 円 月額上限：8,000 円

（令和８年８月から令和 9 年７月まで）（令和８年８月から令和 9 年７月まで）
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現
在
、
使
用
し
て
い
る
西
伊

豆
町
斎
場
は
、
昭
和
38
年
の
開

設
以
来
、
築
60
年
以
上
経
過
し

て
お
り
、
新
斎
場
の
整
備
は
長

年
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
西
伊
豆
町
と
と
も

に
西
伊
豆
町
田
子
地
区
（
西
伊

豆
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
隣
接

地
）
に
新
斎
場
の
整
備
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。　
　
　

　

当
初
は
、
令
和
９
年
４
月
の

供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
し

た
が
、
世
界
的
な
社
会
情
勢
の

変
化
に
よ
る
建
設
資
材
の
調
達

が
困
難
な
状
況
か
ら
建
設
工
事▲新斎場　完成イメージ

　

９
月
か
ら
10
月
は
秋
雨
前
線

が
日
本
付
近
に
停
滞
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
秋
雨
前
線
は
北

か
ら
の
冷
た
い
空
気
と
南
か
ら

の
暖
か
い
空
気
が
接
す
る
こ
と

に
よ
り
発
生
し
、
そ
こ
に
台
風

が
接
近
す
る
と
、
台
風
が
運
ん

だ
南
か
ら
の
湿
っ
た
空
気
が
前

線
を
刺
激
し
て
大
雨
を
も
た
ら

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
33
年
９
月
下
旬
に
伊
豆

半
島
を
直
撃
し
た
狩
野
川
台
風

で
は
、
秋
雨
前
線
を
活
発
化
さ

せ
て
大
雨
と
な
り
、
狩
野
川
が

氾
濫
し
、
千
人
を
超
え
る
死
傷

者
が
出
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京

で
の
一
日
の
降
水
量
は
約
３
７

２
ミ
リ
を
観
測
し
ま
し
た
。

　

秋
雨
前
線
や
台
風
は
避
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
気
象
現
象
で

す
。
近
年
は
台
風
の
発
生
前
か

ら
気
象
情
報
の
報
道
な
ど
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
情

報
を
見
聞
き
し
た
際
に
は
、
事

前
の
備
え
と
早
期
避
難
の
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

新
斎
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

が
遅
れ
て
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
新
斎
場
の
完
成
は

令
和
９
年
９
月
頃
と
な
る
見
込

み
で
す
が
、
今
後
の
情
勢
に

よ
っ
て
は
さ
ら
に
遅
れ
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　

事
業
の
進
捗
な
ど
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
お
知
ら
せ
す
る
予

定
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課(

４
２)

３
９
６
８▲新斎場　位置図

防
災
指
導
員
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　

～
秋
雨
前
線
と
台
風
に
つ
い
て
～

▼
事
前
の
備
え

①
住
ん
で
い
る
場
所
や
職
場
な

　

ど
の
周
辺
の
土
砂
災
害
や
洪

　

水
の
危
険
性
を
、
ハ
ザ
ー
ド

　

マ
ッ
プ
で
把
握

②
把
握
し
た
危
険
か
ら
の
避
難

　

場
所
、
経
路
、
避
難
開
始
時

　

期
の
考
察

③
避
難
の
た
め
の
食
料
、
飲
料　

　

水
な
ど
の
備
蓄
と
非
常
持
出

　

バ
ッ
グ
な
ど
の
準
備

▼
早
期
避
難
の
準
備

①
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

 
 

な
ど
で
の
継
続
的
な
情
報
収
集

②�

気
象
台
の
発
表
す
る
防
災
気

象
情
報
と
町
の
発
令
す
る
避

難
情
報
の
把
握

③
レ
ベ
ル
４
の
防
災
気
象
情
報

や
避
難
情
報
で
は
危
険
な
場

所
か
ら
全
員
が
避
難
（
避
難

は
危
険
な
状
態
と
な
る
前
に

開
始
す
る
こ
と
が
重
要
）

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

松
崎
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ　

国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

松
崎
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
（
代
表
・

端
山
晋
一
氏
）
は
松
崎
港
お
よ

び
松
崎
海
岸
に
て
、
多
年
に
わ

た
り
清
掃
活
動
を
行
い
、
地
域

の
環
境
美
化
に
貢
献
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、
令
和
８
年
度
「
海

の
日
」
海
事
関
係
功
労
者
国
土

交
通
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
海
事
関
係
事
業

や
港
湾
関
係
事
業
、
海
上
保
安

業
務
に
お
い
て
功
績
が
あ
っ
た

個
人
や
団
体
に
対
し
て
贈
ら
れ

る
賞
で
す
。

▲下田土木事務所長への受賞報告の様子
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姉

妹

都

市

と

の

交

流

　

百
年
記
念
館
で
は
、
開
拓
に

ま
つ
わ
る
歴
史
や
当
時
の
生
活

の
様
子
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も

に
、
勉
三
翁
が
開
拓
に
か
け
た

不
撓
不
屈
の
精
神
や
帯
広
の
大

地
に
残
し
た
偉
大
な
功
績
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

髙
橋
智
子
松
崎
小
学
校
長
を

団
長
と
し
た
松
崎
小
学
校
６
年

生
ら
14
人
が
、
７
月
29
日
か
ら

31
日
ま
で
の
３
日
間
、
帯
広
市

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

目
的
は
、
松
崎
町
の
偉
人
で

あ
り
帯
広
開
拓
に
尽
力
し
た
依

田
勉
三
翁
の
足
跡
や
精
神
を
学

ぶ
と
と
も
に
、
帯
広
市
の
皆
さ

ん
や
子
ど
も
た
ち
と
直
接
交
流

す
る
こ
と
で
、
開
拓
姉
妹
都
市

と
し
て
の
絆
を
深
め
た
り
、
松

崎
と
は
異
な
る
歴
史
や
文
化
を

学
ん
だ
り
す
る
も
の
で
す
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会(

４
２)

３
９
７
１

松
崎
か
ら
帯
広
へ

松
崎
か
ら
帯
広
へ

ト
と
い
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
帯
広
市
の
児
童
宅
で
の
ミ

ニ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通
し

て
、
帯
広
市
の
皆
さ
ん
や
子
ど

も
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
、
有

意
義
な
３
日
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

帯
広
市
子
供
親
善
訪
問
団
の

小
学
生
ら
12
人
が
、
８
月
５
日

か
ら
７
日
ま
で
の
３
日
間
の
日

程
で
松
崎
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
伊
豆
の
長
八
美
術

館
で
光
る
泥
だ
ん
ご
の
ス
ト

ラ
ッ
プ
作
り
を
体
験
し
た
後
、

帯
広
市
を
訪
問
し
た
松
崎
の
子

ど
も
た
ち
と
の
夕
食
や
花
火
を

楽
し
み
ま
し
た
。

浴
や
ス
イ
カ
割
り
で
松
崎
の
海

を
満
喫
し
、
夜
は
ミ
ニ
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
行
い
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

最
終
日
は
、
重
文
岩
科
学
校
な

ど
を
見
学
し
、
松
崎
の
歴
史
、
文

化
、
自
然
を
全
身
で
感
じ
る
充
実

し
た
３
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

▲とかち帯広空港到着

▲百年記念館見学

▲ジャガイモ堀り▲アイスクリーム作り体験

▲夕食後の記念写真

▲岩地海岸での海水浴 ▲旧依田邸訪問

帯
広
か
ら
松
崎
へ

帯
広
か
ら
松
崎
へ

　

ま
た
、
帯
広
市
役
所
へ
の
表

敬
訪
問
や
松
崎
の
商
店
街
と
姉

妹
商
店
街
で
あ
る
電
信
通
り
商

店
街
へ
の
訪
問
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

掘
り
や
十
勝
産
の
小
麦
粉
を

使
っ
た
ピ
ザ
作
り
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
作
り
な
ど
の
帯
広
な
ら

で
は
の
体
験
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー

　

２
日
目
の
午
前
は
、
役
場
を

表
敬
訪
問
し
た
後
、
依
田
勉
三

翁
ゆ
か
り
の
三
余
塾
資
料
館
と

旧
依
田
邸
を
訪
れ
、
勉
三
翁
の

お
墓
に
お
参
り
し
ま
し
た
。
午

後
は
、
松
崎
の
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
、
岩
地
海
岸
で
の
海
水
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姉

妹

都

市

通

信

姉

妹

都

市

通

信

  

姉

妹

都

市

通

信

姉

妹

都

市

通

信

  

　

今
回
は
、
本
市
の
シ
ン
ボ

ル
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

市
の
紋
章
は
、
富
士
宮
市

の
前
身
と
な
る
大
宮
町
が
昭

和
９
年
に
町
章
に
制
定
し
た

も
の
を
昭
和
17
年
に
市
紋
章

と
し
て
富
士
宮
市
が
制
定
し

ま
し
た
。「
宮
」
の
文
字
を
中

心
に
、
周
囲
は
富
士
山
を
桜

型
に
か
た
ど
っ
た
も
の
で
す
。

　

市
の
木
は
「
か
え
で
」
、

市
の
花
は
「
ふ
じ
ざ
く
ら
」

富
士
宮
市
か
ら

で
、
富
士
山
麓
に
多
く
自
生

し
て
い
ま
す
。
市
の
鳥
は
空

高
く
舞
い
さ
え
ず
る
「
ひ
ば

り
」
で
す
。
い
ず
れ
も
昭
和

44
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
21
年
に
は
市

の
魚
と
し
て
「
に
じ
ま
す
」

が
加
わ
り
、
富
士
山
の
湧
水

に
育
ま
れ
た
恵
み
を
象
徴
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
シ

ン
ボ
ル
は
、
富
士
山
麓
に
息

づ
く
自
然
や
歴
史
を
今
に
伝

え
て
い
ま
す
。

▲かえで

▲ひばり▲にじます

▲ふじざくら

　

8
月
1
日
、
豪
華
客
船
「
飛

鳥
Ⅱ
」
が
松
崎
港
に
寄
港
し
ま

し
た
。

　

乗
客
約
５
０
０
人
の
う
ち
、

約
３
０
０
人
が
下
船
し
、
松
崎

海
岸
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
歓

迎
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▼
大
人
も
子
ど
も
も
大
は
し
ゃ

ぎ
！
活
気
あ
ふ
れ
る
海
岸
イ

ベ
ン
ト

　

海
岸
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
に
は
、
昨
年
を
大
き
く
上
回

る
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
参
加
し
、

会
場
は
終
日
笑
顔
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

▼
サ
ザ
エ
狩
り
、
ハ
マ
グ
リ
狩
り　
　

　

海
岸
で
自
分
で
獲
っ
た
サ
ザ

エ
と
ハ
マ
グ
リ
を
そ
の
場
で
焼

い
て
食
べ
る
貴
重
な
体
験
に
子

ど
も
た
ち
が
大
喜
び
し
て
い
ま

し
た
。

▼
爽
快
に
海
を
駆
け
抜
け
る
バ　
　
　

　

ナ
ナ
ボ
ー
ト

　

大
人
も
夢
中
に
な
っ
て
、
夏

な
ら
で
は
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

歓
迎
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会　

  

で
は
、
松
崎
町
・
西
伊
豆
町
の

子
ど
も
た
ち
向
け
に
2
つ
の
特

別
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

▼
迫
力
の
船
上
見
学
ツ
ア
ー

　

両
町
の
子
ど
も
た
ち
が
遊
漁

船
に
乗
り
、
飛
鳥
Ⅱ
の
周
囲
を

回
る
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

間
近
で
見
る
豪
華
客
船
の
圧
倒

的
な
ス
ケ
ー
ル
に
、
驚
き
と
感

動
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

飛
鳥
Ⅱ
が
松
崎
港
へ
！

海
岸
イ
ベ
ン
ト
や
町
民
向
け
ツ
ア
ー
で
大
賑
わ
い

▲砂浜で宝探しをする様子

▲遊漁船から見た飛鳥Ⅱ

▼
砂
浜
で
の
宝
探
し
＆
か
き
氷

　

飛
鳥
Ⅱ
に
乗
っ
て
き
た
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
、
砂
浜
で
の

宝
探
し
大
会
を
開
催
、
豪
華
景

品
と
交
換
で
き
る
番
号
入
り
の

札
を
夢
中
で
探
し
回
り
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
は
冷
た
い
か
き
氷

が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
、
夏
の

暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
心
地
よ
い

ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
と
乗
客
の
笑
顔
が
あ
ふ

れ
、
松
崎
の
夏
の
魅
力
を
一
層

引
き
立
て
る
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４
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【問合せ】　松崎高校（４２）０１３１

松崎高校広報～西豆と共に～

就職ガイダンス
　６月 12 日、全校生徒を対象に就職ガイダンスを開

催しました。地元企業の方々をお招きし、各教室で多

様な職業の魅力を直接伺いました。生徒からは「今考

えている進路以外のことも知ることができたので、視

野が広がった」「日々、多くの人たちによって幸せに

暮らせていることを改めて感じた」といった声が聞か

れました。地域の支えを実感するとともに、自身の将

来や進路選択に向けた意識を高める貴重な一日となり

ました。

　静岡県教育委員会では「静岡県教育応援基金」を通じ、学校を指定した寄付（ふるさ

と納税）を受け付けています。いただいた寄付は本校の教育活動や部活動の支援施設充

実のために活用されますので、皆さまの温かいご支援をよろしくお願いします。

　６月５日・６日、双獅祭が開催されました。長八の「雲

龍」を描いたビッグパネルの除幕式でスタートし、校

内発表ではクラス T シャツコンテストなどの企画で

盛り上がりました。一般公開では今年も地域の飲食店

を誘致し、地域一体となって賑わいました。生徒は「過

去の反省を生かすだけでなく、互いの得意不得意を考

慮して全員で協力し、試行錯誤を重ねて創り上げるこ

とができた」と振り返り、成長と絆を実感する文化祭

となりました。

双獅祭～“燃えろ魅せたれ松高魂”～

　６月 16 日から７月 13 日まで、中高連携事業「松高

移動美術館」を開催しました。本年度は松崎中学校と

西伊豆中学校の２校を巡回し、美術コースや美術部の

生徒が手がけた絵画や立体作品を展示しました。専門

的な指導のもとで制作された本格的な作品の数々は、

作品を通して高校での学びに触れる良い機会となりま

した。中学生が足を止めて熱心に見入る姿が見られ、

本校の魅力や美術活動への理解をさらに深める展覧会

となりました。

松高移動美術館

　７月 15 日、夏季球技大会を開催しました。バレー

ボール、バスケットボール、バドミントンに加え、伊

豆松崎分校の生徒とともにボッチャで交流を深めまし

た。球技が苦手な生徒へもパスを回し、声を掛け合っ

て全員が楽しめるよう工夫する姿が見られました。生

徒は「勝敗以上にクラスの仲が深まった」と振り返り、

分校との共生共育の成果を感じさせるとともに、競技

を通して思いやりの心を育む機会となりました。

夏季球技大会

▲ふるさとチョイス
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まつざき健
けんこう

幸レシピ　No.73

ごろごろ野菜のミネストローネ

エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量

98kcal 3.9g 5.3g 11.5g 0.8g

（１食当たり）

－　材料（４人分）－

玉ねぎ・・・・・・・120 ｇ（１／２個）

ジャガイモ・・・・・・100 ｇ（小１個）

ニンジン・・・・・・40 ｇ（１／４本）

いんげん・・・・・・40 ｇ（8 ～ 9 本）

ベーコン・・・・・・・・40 ｇ（4 枚）

ゆで大豆（水煮缶）・・・・・・40 ｇ

トマト缶・・・・・・200 ｇ（１／２缶）

オリーブオイル・・・・12 ｇ（大さじ１）

水・・・・・・・・・・・・・・400ml

塩・・・・・・・・・２ｇ（小さじ 1 ／ 3）

こしょう・・・・・・・・・・・少々

－　作り方　－

【問合せ】　健康福祉課（４２）３９６６

町町  

長長  

ココ  

ララ  

ムム  　　

第第
5757
回回

読
書
立
国

読
書
立
国

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
月
刊
誌
「
致

知
」
の
令
和
七
年
六
月
号
に
お
い

て
特
集
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

国
の
土
台
は
人
で
あ
り
、
人
の
土

台
は
学
び
で
あ
り
、
そ
の
学
び
の
基

本
に
読
書
が
あ
る
と
い
う
考
え
方

で
す
。
本
を
読
む
こ
と
は
、
知
識

を
増
や
す
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

先
人
の
知
恵
に
ふ
れ
、
自
分
と
は

異
な
る
立
場
や
考
え
方
を
知
り
、

物
事
を
深
く
考
え
る
力
を
養
う
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
変
化
の
大

き
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
一
人
ひ

と
り
が
落
ち
着
い
て
考
え
、
判
断

し
、
行
動
す
る
力
を
持
つ
こ
と
が

ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

松
崎
町
は
、
豊
か
な
自
然
、
歴

史
、
文
化
、
人
の
温
か
さ
に
恵
ま

れ
た
町
で
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
魅
力
を
次
の

世
代
へ
し
っ
か
り
引
き
継
い
で
い

く
た
め
に
も
、
子
ど
も
た
ち
が
本

に
親
し
み
、
大
人
も
学
び
続
け
る

風
土
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
読
書
は
、
学
校
教
育
だ
け

の
も
の
で
は
な
く
、
家
庭
で
も
、

地
域
で
も
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
続

く
営
み
で
す
。

　

本
を
読
む
町
に
は
、
会
話
が
あ

り
ま
す
。
学
び
が
あ
り
ま
す
。
思

い
や
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

自
分
た
ち
の
町
を
よ
り
良
く
し
た

い
と
い
う
志
が
育
ち
ま
す
。

　

一
冊
の
本
と
の
出
会
い
が
、
一

人
の
人
生
を
変
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
積
み
重
ね
が
、
家
庭
を
変

え
、
地
域
を
変
え
、
や
が
て
町
の

未
来
を
形
づ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

私
は
、
松
崎
町
が
豊
か
な
自
然
だ

け
で
な
く
、
学
び
の
灯
が
と
も
る

町
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
誰
も
が
本
に
親
し
み
、
学

び
、
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
環
境

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
心
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※
月
刊
誌
「
致
知
」
は
松
崎
町
立
図

書
館
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

減塩レシピ

今年の特定
健診会場で試食いただいた減塩

メニューです。
ぜひご家庭でも作ってみてください。

①�玉ねぎ、ジャガイモ、ニンジンは皮をむき、

１cm角に切る。いんげんは斜め薄切り、ベー

コンは１cm の長さに切る。

②�鍋にオリーブオイルとベーコンを入れて火

にかけ、ベーコンから脂が出るまで炒め、

玉ねぎ、ジャガイモ、ニンジンを入れ、さら

に炒める。

③�玉ねぎが透き通ってきたら、大豆、缶汁ご

とのトマト、いんげん、水を加えて中火で

20 分煮る。

④塩・こしょうで味を調え、器に盛り付ける。

－ここがポイント－

★野菜を最初に炒めることで、野菜の甘みが引き出され、

スープ全体にコクが加わります。
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 My Town Topics～まちのできごと～

　７月 11 日から 15 日にかけて、町内各地で五穀豊
穣や無病息災を願う天王祭が行われました。
　峰輪区では、箕匂神社と野本神社での神事や神楽
の奉納が行われ、峰区では、津島神社で神事を行い
ました。
　また、松崎地区、東区などでは、「さんげ、さんげ」
と唱えながら区内を練り歩いていました。

天王祭

　７月 23 日から８月 16 日にかけて、松崎中学校の
生徒が協力し、松崎海岸の清掃活動を行いました。  
　活動は午前 6 時から開始し、旧松崎港から松崎海
岸にかけて、枯れ枝の回収や砂浜に落ちているごみ
拾いを実施しました。  
　清掃活動には、ポートクラブや地域住人の方々に
ご協力いただいています。

　７月 23 日、自衛隊の統合防災演習が行われました。
　午前中は、マックスバリュ松崎店駐車場において給
水支援訓練を実施し、自衛隊、町職員、災害ボランティ
アが連携して猛暑下でも効率的に給水支援を行える
よう、手順や動線を確認しながら意見交換を重ねまし
た。午後は、松崎町総合グラウンドに会場を移し、自
衛隊ヘリコプター 2 機を使用した救護者の搬送訓練
を実施しました。

　７月 14 日、姉妹都市「長野県松本市安曇地区」
の訪問団が、松崎町役場を表敬訪問しました。
　安曇地区とは、美しい環境を誇る観光地であるこ
となど松崎町と同じ点に立脚することから、昭和 56
年 10 月 24 日に姉妹都市提携を結びました。
　訪問団一行は、表敬訪問した後、記念撮影をしたり、
干物づくり体験などを行い松崎町の魅力に触れてい
ただきました。

自衛隊統合防災演習

海岸ボランティア

安曇地区訪問団来町



 My Town Topics～まちのできごと～

７月 25 日、伊豆・駿河屋と明治商家中瀬邸にて古
民家スクエア実行委員会（商工会）主催の第 2 回「み
んなの食堂」を開催されました。

当日は地元の方々に提供して頂いた物を使用し、
夏野菜をたっぷり使った「夏カレー」を提供し家族
や友人と会話を楽しみながらカレーを味わいました。
子どもたちからは「野菜が大きかった」「少し辛かっ
たけど美味しかった」などの声も聞かれました。

みんなの食堂

　８月 15 日、雲見地区で花火大会が行われ会場に
は花火を見ようと約 300 人の観光客が訪れていまし
た。
　雲見漁港からは「海上扇菊」「海上朱雀」をメイン
にスターマインなど 400 発の多彩な花火が打ち上げ
られました。
　大きな花火が打ち上げられると、観光客から ｢きれい｣

「近くて迫力ある」などさまざまな声が聞こえました。

　８月 12 日、令和 8 年熊本地震の義援金と支援金
の贈呈がありました。
　この義援金・支援金は、松崎町災害ボランティア
コーディネートの会、他 3 団体が８月９日に募った
もので、義援金は松崎町役場から日本赤十字社を通
じて被災地の皆さまへ贈られます。
　支援金は、松崎町社会福祉協議会から中央共同募
金会を通じて被災地支援団体へ贈られます。

　8 月 12 日、松崎町総合福祉センターで、松崎さ
んさん囲碁クラブの 8 月例会が行われました。
　8 月の例会は宮石京一さんが制しました。
　松崎さんさん囲碁クラブは、平成 10 年から続く
松崎町の男性サークルで 70 代～ 80 代の方が毎週水
曜日に活動をしています。
　興味がある方はぜひ、松崎町社会福祉協議会にお問
い合わせください。
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令和８年熊本地震義援金 ・支援金

雲見海岸花火大会

松崎さんさん囲碁クラブ



町の人口と世帯
（令和 8年７月 31 日現在）

　　　　（　）内は前月比

総人口　　5,382 人  （ー 12 人）

　男　　　2,557 人  （ー   ７人）

　女　　　2,825 人  （ー   ５人）

世帯数　　2,790 戸  （ー   １戸）

転　入　  ６人　転　出      ７人

出　生　  １人　死　亡    12 人

戸籍だより

　令和８年７月発生分

　　　　　（　）内は前年同月比

　人身事故　　　０件　（±０）

　物損事故　　１４件　（＋ 6）

　死　　者　　　０人　（±０）

　傷　　者　　　０人　（±０）

松崎町ホームページアドレス　https://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

町 の 交 通 事 故

松

崎

文

芸

松

崎

文

芸

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
　お申し出ください。

-

俳
句-

（７月届出分）
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サ
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静
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県
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松
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町
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内
三
〇
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☎〈
〇
五
五
八
〉
四
二
ー
三
九
六
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℻〈
〇
五
五
八
〉
四
二
ー
三
一
八
三

気
を
付
け
よ
う
！
「
定
期
購
入
」
ト
ラ
ブ
ル

気
を
付
け
よ
う
！
「
定
期
購
入
」
ト
ラ
ブ
ル

こ
ろ
、
別
の
商
品
の
定
期
購
入

を
申
込
み
す
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

・
手
が
滑
っ
て
購
入
ボ
タ
ン
を

触
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
「
最
終

確
認
画
面
」
に
移
行
す
る
こ
と

な
く
、
い
き
な
り
注
文
が
確
定

し
て
し
ま
っ
た
。

こ
こ
に
注
意
！

・
「
初
回
限
定
」
、
「
1
回
限
り
」
の

特
別
価
格
や
「
定
期
縛
り
な
し
」

の
表
示
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は

定
期
購
入
が
前
提
に
な
っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
注
文
前

に
、
契
約
内
容
を
改
め
て
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

・
契
約
条
件
に
関
す
る
記
載
や
表

示
、
ま
た
「
最
終
確
認
画
面
」

を
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
必

ず
保
存
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
注
文
時

に
見
た
広
告
も
ス
ク
リ
ー
ン

シ
ョ
ッ
ト
を
撮
っ
て
お
く
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

　

ネ
ッ
ト
通
販
を
含
む
通
信
販
売

は
、
原
則
と
し
て
契
約
を
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
困
っ

た
な
、
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
時

は
賀
茂
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

賀
茂
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
２
４
）
２
２
９
９

　

今
や
ス
マ
ホ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
な
い
生
活
が
考
え
ら
れ
な
く

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
便
利
な

一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
巡

る
さ
ま
ざ
ま
な
消
費
生
活
ト
ラ
ブ

ル
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
「
定
期
購
入
」
ト
ラ
ブ

ル
は
、
こ
こ
数
年
、
賀
茂
地
域
の

消
費
生
活
相
談
件
数
の
上
位
を
占

め
て
お
り
、
新
し
い
手
口
も
現
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
注
意
が
必
要
で
す
。

最
新
の
手
口

　

最
近
の
相
談
で
は
、
こ
の
よ
う

な
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

・�

お
得
な
ク
ー
ポ
ン
券
の
ボ
タ
ン

が
表
示
さ
れ
た
の
で
押
し
た
と

角
帯
の
腰
に
差
し
た
る
団
扇
か
な　
　
　
　
　
　

深
澤　

順
子

腰
に
差
す
う
ち
わ
も
軽
し
若
い
衆　
　
　
　
　
　

渋
谷
み
ど
り

夏
一
字
無
地
の
う
ち
わ
に
「
愛
」
の
文
字　
　
　

小
林　

一
郎

炊
き
立
て
を
う
ち
わ
で
冷
ま
し
酢
飯
の
香　
　
　

山
本
美
代
子

閉
店
の
老
舗
鰻
屋
渋し

ぶ

団
扇　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　
　

基

夕
暮
れ
て
一ひ

と

ひ日
平
穏
う
ち
わ
風　
　
　
　
　
　
　

松
田
美
智
子

後
輩
を
気
遣
ふ
団
扇
女
学
生　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

一
詞

友
来
た
る
団
扇
タ
オ
ル
を
差
し
出
し
て　
　
　
　

清
水　

高
子

風
鈴
の
鳴
り
澄
め
る
夜
の
闇
深
し　
　
　
　
　
　

石
田　
　

宏

地 区氏 名 年齢 届 出 人

南 郷土屋いく代 91 土屋　雅裕

江奈２ 佐藤　公正 79 佐藤　祐一

池 代山本　義憲 84 山本　芳紀

松 尾齋藤さだ子 94 齋藤壽一郎

伏 倉神鳥　 郎 78 神 鳥　 睦

中 村 後藤　福枝 98 後藤　伴三

おお 悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死 亡 ）亡 ）

町の人事

【退　職】７月 30 日付け

　市川　莉子　健康福祉課

【採　用】 ８月１日付け

　加藤　貴子　教育委員会事務局


